
 

 

 

 

第 11 回 地域づくり部会 会議概要 

 

日 時 令和 3 年 2 月 25 日（木曜） 午後 2 時 40 分～午後 3 時 10 分 

会 場 北地区コミュニティセンター 大ホール 

出 席 委 員 
五十嵐委員、神田(征)委員、阿部(勝)委員、山賀委員、工藤委員、 
菅原委員、鶴巻委員、村山委員 8 人 

欠 席 委 員 本間(藤)委員、小池委員、澤委員 

事 務 局 

関 係 課 
古寺北出張所長、菊地建設課長、地域総務課（中川課長補佐、高田） 

会 議 要 旨 

1 令和 2 年度自治協議会提案事業 事情評価書の確認について 

 前回部会にて配布した事業評価書（案）を確認しました。 

  → 意見なし 

 

 

2 令和 2 年度自治協議会提案事業「北区交通マップ作成」について 

 地図等を修正した最終原稿を確認しました。 

  → 完成したマップを 3 月本会議にて配布する。 

 

 〔主な意見〕 

 ・各種交通の障がい者割引について、記載した方が良いのではないか。 

・高齢者への配布について、支え合いのしくみづくり推進員から、 

興味のある方に配りたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 
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第１１回 福祉教育部会 会議概要 
 

日時 令和 3 年 2 月 25 日（木） 午後 2 時 35 分～午後 3 時 15 分 

会場 北地区コミュニティセンター 第 2 講座室 

出席

委員 
清水委員、神田(恭)委員、樺山委員、平松委員、藤沢委員、梅津委員 6 人 

欠席

委員 
小林委員、相馬委員、中嶋委員、佐久間委員 4 人 

事務

局 
川崎課長（健康福祉課）、拝野館長（豊栄地区公民館）、小林教育支援センタ

ー長、高野・深沢（地域総務課） 

会議

要旨 

(1) 令和 2 年度自治協議会提案事業「福祉教育部会だより」について 
・アンケート結果（中間報告）について 

 ２/５現在 115 件いただいた。 

 大いに役に立つ 49.6%、まあまあ役に立つ 50.4% 併せて 100% 

・事業評価について  

 アンケート内容を反映しました。ご意見ある場合は 3月 5日までに、電話、

ファクス、メールで事務局までお願いします。3月の自治協議会で議事事項

となります。 

・佐久間委員が新潟日報の WEB サイト「にいがた、びより」に掲載されまし

た。 

【主な意見】 

 ・様々な意見をアンケートで確認できてうれしい。 

 ・自治協議会への感謝の思いも書いてあり、活動してきたことが確かに伝

わったと感じる。 

 ・相談機関に北区教育相談室や市教育相談センターを入れるべきだった。 

 ・コロナの状況が変わったら、医療機関や薬局などの窓口にもおいてほし

い。 
 
(2)２年間の活動を振り返って（部会最終回） 

 ・委員、事務局、各々感想を話しました。 

【主な意見】 

 ・老人福祉の分野も取り上げてほしい。 
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第 11 回 自然文化部会 会議概要 

 

日 時 令和３年２月 25日（木曜） 午後２時 40 分～午後３時 55 分 

会 場 北地区コミュニティセンター 講座室１ 

出 席 委 員 
阿部(美)部会長、本間(久)副部会長、赤間委員、松田委員、皆川委員 
原委員、本田委員、黒川委員、渡邉委員 

欠 席 委 員 なし 

事 務 局 
産業振興課（山際課長、村山係長）、区民生活課（高橋課長）、 

地域総務課（長谷川課長補佐、伊藤副主査） 

会 議 要 旨 

●福島潟のラムサール条約登録に向けた意見交換会 
 新潟市環境政策課自然環境係小林主査より、ラムサール条約登録

に向けた過去 5 年間の取り組みの概要のほか、次のことについて説

明があった。 
・福島潟のラムサール条約登録については、県の築堤工事が完了（事

業完了目標：令和 6 年度）した後に、地元との協議を進めていき

たい 
・新潟市としては、国内初の「ラムサール条約の湿地自治体認証」

取得に向けて動いている（令和３年 11 月に中国で開催する締約国

会議で審議される）。同認証を受けることができれば、湿地の保全

や賢明な利用をしている都市として市内外に広くＰＲをすること

ができる。また、ラムサール条約の認知度向上に寄与することが

期待でき、条約登録の機運向上につながると考えている 
＜委員からの意見＞ 

・自然文化部会では、ラムサール条約登録に向けて機運醸成などを

図ってきた。そういった経緯も汲んでいただき、市としても条約

湿地登録に向けて頑張ってほしい 
 
●事業評価について 
 事業評価書（案）に本日の意見交換会の内容を追記して完成させ

ることとした。 
＜委員からの意見＞ 

・福島潟のラムサール条約登録に向けて前進していることを事業評

価に盛り込んだ方が良いのではないか 
 
●そのほか 
 今年度最後の部会であったため、委員・事務局全員が一言ずつ挨

拶をした。 
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